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１．地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

（１）対象地域 

本計画の対象地域は、泉佐野市、田尻町、熊取町の 3市町のうち、独自で一般廃棄物

処理施設を有し処理を行っている関西国際空港エリアを除く地域とする。 

 

構成市町村名 ：泉佐野市、田尻町、熊取町 

面    積 ： ７４．７５ km2  

人    口 ： １５３，０２５ 人 

 

（内訳） 

市町村名 泉佐野市 田尻町 熊取町 合計 

行政区域面積（km2） 56.51 5.62 17.24 79.37 

空港島面積（km2） 1.99 2.63 ― 4.62 

対象面積（km2） 54.52 2.99 17.24 74.75 

行政人口（人）※ 100,615 8,493 43,917 153,025 

※平成 30年 3 月 31 日現在 

 

図１ 泉佐野市、田尻町、熊取町の行政区域及び対象地域 
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（２）計画期間 

本計画は、平成 31 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの 5 年間を計画期間とす

る。なお、上記期間内に完了しない事業については、次の計画を定め引き続き行うもの

とする。また、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な揚合には計画

を見直すものとする。 

 

（３）基本的な方向 

ア.一般廃棄物等の処理 

泉佐野市及び田尻町のごみの処理は泉佐野市田尻町清掃施設組合（以下「清掃施設組

合」という。）として、昭和 40 年 5 月に設立された一部事務組合等により実施されて

きた。 

現在、田尻町にあるごみ処理施設においては、老朽化に伴う処理能力の低下が顕著で

あり、新しいごみ処理施設（以下「新ごみ処理施設」という。）を整備する必要がある。

新ごみ処理施設は令和 12年度の竣工をめざしており、整備に伴って泉佐野市、田尻町

に加えて熊取町のごみ処理を行うことになっている。 

また、現ごみ処理施設については、新ごみ処理施設の竣工から 1 年以内に解体撤去

工事の着手を目指す。 

天然資源の消費が抑制され、環境への負担が出来る限り低減される「循環型社会」の

形成をめざし、泉佐野市、田尻町、熊取町の 3市町では、ごみの減量目標を定め、ごみ

の適正処理という観点だけでなく、廃棄物等の発生を抑制し、再使用や再生利用の取り

組みを進めている。今後も 3市町及び清掃施設組合においては、「循環型社会」の形成

に向け連携を行い、各施策を推進していくものとする。 

併せて、プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律に基づく製品プラスチ

ックの分別収集及び再商品化に必要な措置をはじめ、分別項目の見直しについても検

討を進めていく。 

 

イ.生活排水処理 

泉佐野市及び田尻町では、公共下水道及び浄化槽によって生活排水の処理を行って

いる。汲み取りし尿と浄化槽で発生する汚泥については、清掃施設組合第一事業所（し

尿処理施設）で処理を行っている。 

熊取町では、平成元年度より公共下水道の整備に着手し、平成 10年度には、合併処

理浄化槽の普及促進を図るべく、総合的な生活排水処理対策を実施している。汲み取り

し尿と浄化槽で発生する汚泥については、令和 3 年 4 月 1 日から清掃施設組合第一事

業所に委託し処理を行っている。 

            

今後も、公共下水道の供用が見込めない地域に関しては、合併処理浄化槽の設置を促

進していくものとし、水洗化率の向上を図るものとする。 
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（４）ごみ処理の広域化・施設の集約化 

大阪府では、広域化を計画的に進め、循環型社会の実現を図るため、「ごみ処理広域

化計画」を策定している。その中で当該地域は、6つの広域ブロック(北大阪・大阪・東

大阪・南河内・堺・泉州)のうち、泉州ブロックに位置づけられる。 

泉佐野市及び田尻町では、清掃施設組合を設立し、昭和 40年 5月から事業を開始す

るなど、ごみ処理事業の広域化に取り組んでいる。また、熊取町は、熊取町環境センタ

ー（以下「環境センター」という。）において独自でごみ処理を行っているが、環境セ

ンターの老朽化等を踏まえ、清掃施設組合と合同で新ごみ処理施設の整備を行う計画

となっている。今後も清掃施設組合を中心とし、効率化を基本とした広域処理を行う。 
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２．循環型社会形成推進のための現状と目標 

（１）一般廃棄物等の処理の現状 

平成 29 年度の 3市町の一般廃棄物の排出、処理状況は図 2のとおりである。 

総排出量は、集団回収量も含め 63,672 トンであり、再生利用される総資源化量は 

5,615 トンとなっている。リサイクル率＝（総資源化量/(排出量＋集団回収量))は 

8.8 ％である。 

中間処理による減量化量は 50,286 トンであり、排出量の 80.8 ％が減量化されてい

る。また、最終処分量は 7,772 トンであり、排出量の 12.5 ％が埋め立てられている。

なお、中間処理量のうち、焼却量は 59,916 トンである。 

 

 

※ 端数処理の関係から合計値が合わないことがある。 

図 2 一般廃棄物の処理状況フロー(平成 29年度 3 市町) 

 

 

 

※ 端数処理の関係から合計値が合わないことがある。 

図 3 一般廃棄物の処理状況フロー(平成 29年度 泉佐野市・田尻町) 
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※ 端数処理の関係から合計値が合わないことがある。 

図 4 一般廃棄物の処理状況フロー(平成 29年度 熊取町) 
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（２）生活排水の処理の現状 

平成 29 年度の泉佐野市の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は図 5-1 の

とおりである。 

生活排水処理対象人口は、全体で 100,615 人であり、水洗化人口は 74,034 人、汚水

衛生処理率は 73.6％である。 

浄化槽汚泥発生量は、36,883kL／年、し尿発生量は 41,965kL／年であり、これらを

合計した処理・処分量（＝収集・運搬量）は 78,848kL／年である。 

 

図 5-1 生活排水の処理状況フロー(平成 29年度 泉佐野市) 

 

平成 29 年度の熊取町の生活排水の処理状況及びし尿・汚泥等の排出量は図 5-2 のと

おりである。 

生活排水処理対象人口は、全体で 43,917 人であり、水洗化人口は 37,526 人、汚水

衛生処理率は 85.4％である。 

浄化槽汚泥発生量は、5,454kL／年、し尿発生量は 9,081kL／年であり、これらを合

計した処理・処分量（＝収集・運搬量）は 14,535kL／年である。 

 

図 5-2 生活排水の処理状況フロー(平成 29年度 熊取町) 
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（３）一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化等による循環型社会の形成をめざ

し、表 1のとおり目標量を定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

 

表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

 

※１ 排出量は現状に対する増減割合、総資源化量は排出量＋集団回収量の合計に対する割合、その他は排出量

に対する割合 

※２ （１人当たりの排出量）＝｛（生活系ごみの総排出量）－（生活系ごみの資源ごみ量）｝／（人口） 

※３ （１事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝／（事業所数） 

   事業所数は総務省統計局「平成 26 年経済センサス」を基にした。 
《 指標の定義 》 

排出量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）〔単位：トン〕 

再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量及び熱利用量〔単位：GJ〕 

減量化量：中間処理量と処理後の残さ量の差〔単位：トン〕 

最終処分量：その他処分＋埋立処分された量〔単位：トン〕 

 

 

※ 端数処理の関係から合計値が合わないことがある。 

図 6 目標年度の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 6年度 3市町） 
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※ 端数処理の関係から合計値が合わないことがある。 

 図 7 目標年度の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 6年度 泉佐野市・田尻町） 

 

 

※ 端数処理の関係から合計値が合わないことがある。 

図 8 目標年度の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 6年度 熊取町） 
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（４）生活排水処理の目標 

生活排水処理については、表２-1，２-２に掲げる目標のとおり、公共下水道の整備を

進めるとともに、合併処理浄化槽の整備に関しても行っていくものとする。 

表２-１ 生活排水処理に関する現状と目標（泉佐野市） 

項 目 平成 29 年度実績 令和 6年度目標 

      

処理形態別 

人口 

公共下水道 35,027 人（  34.8％） 41,779 人（  41.8％） 

集落排水施設等 0 人（   0.0％） 0 人（   0.0％） 

合併処理浄化槽 39,007 人（  38.8％） 44,362 人（  44.4％） 

未処理人口 26,581 人（  26.4％） 13,747 人（  13.8％） 

合計 100,615 人（  100.0％） 99,888 人（  100.0％） 

 し尿・汚泥 

  の量 

浄化槽汚泥発生量  36,883  kL  40,384 kL 

し尿発生量  41,965 kL  16,576 kL 

合計  78,848 kL 56,960 kL 

 

 

図 9-1 目標年度の生活排水処理フロー（令和 6年度 泉佐野市） 
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表２-２ 生活排水処理に関する現状と目標（熊取町） 

 

 

 

図 9-2 目標年度の生活排水処理フロー（令和 6年度 熊取町） 

 

 

公共下水道 33,151 人（ 75.5% ） 35,545 人 （ 80.9% ）

集落排水施設等 0 人（ 0.0% ） 0 人 （ 0.0% ）

合併処理浄化槽 4,375 人（ 10.0% ） 4,695 人 （ 10.7% ）

未処理人口 6,391 人（ 14.6% ） 3,726 人 （ 8.5% ）

合計 43,917 人（ 100.0% ） 43,966 （ 100.0% ）

浄化槽汚泥発生量 5,454 kL 4,691 kL

し尿発生量 9,081 kL 4,451 kL

合計 14,535 kL 9,142 kL

し尿・汚泥
の量

平成29年度実績 令和6年度目標

処理形態別
人口

項　目

35,545 人 （ 80.8% ）

40,240 人 （ 91.5% ） 0 人 （ 0.0% ）

4,695 人 （ 10.7% ） 4,691 kL/年

43,966 人 （ 100% ）

1,425 人 （ 3.2% ）

3,726 人（ 8.5% ） 2,301 人 （ 5.2% ） 4,451 kL/年

0 人 （ 0.0% ）
自 家 処 理 人 口

浄化槽汚泥発生量

単独処理浄化槽

未 処 理 人 口 非 水 洗 化 人 口 し 尿 発 生 量

総 人 口

公 共 下 水 道

処 理 人 口 集落排水施設等

合併処理浄化槽
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３．施策の内容 

（１）発生抑制、再使用の推進 

   3 市町では、ごみの発生抑制、再使用について以下の施策を推進している。 

 

ア．環境教育の推進 

泉佐野市では、住民参加型の体験学習等の催しを開催する。 

田尻町では、学校教育等における廃棄物に関する学習を推進する。 

熊取町では、学校等での環境境教育やごみ処理施設の見学会等を実施する。 

 

イ．普及啓発の推進 

泉佐野市及び田尻町では、民間リサイクル業者の紹介、ごみ処理発生状況や費用

等の客観的な情報公開、ホームページ、パンフレット、ポスターによる住民啓発活

動、事業者に対するごみ減量の指導、ごみにならない容器の利用促進、資源団体回

収の周知などを行う。 

熊取町では、ごみ発生抑制やリサイクル、分別区分等について、自治会掲示板、

回覧板、各種刊行物（広報紙、チラシ等）、ごみ関連ホームページなどの活用によ

り、広報・啓発活動をより一層推進していく。 

生ごみの処理機等購入費補助制度、不適正処理の防止、不法投棄の防止に関して

も 3 市町において同様に広報を行う。 

 

ウ．生ごみ減量の推進 

泉佐野市及び田尻町では「生ごみ減量化等処理機購入助成金交付制度」を周知し、

さらにごみの減量化、再資源化を推進する。 

熊取町では「生ごみ処理機等購入費補助制度」について、生ごみの自家処理が広

くかつ効果的に実践されるよう、さらなる普及啓発を進める。 

 

エ．住民・事業者・行政の連携による取組の推進 

泉佐野市及び田尻町では、住民や事業者とのネットワークづくりに取り組む。 

熊取町では、住民と行政、または住民同士が連携・協力し、それぞれの特性を発

揮しながら、ごみの減量化や資源の有効活用に取り組む。 
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オ．再使用の推進 

泉佐野市及び田尻町では、消費者に対して再生品の積極的な利用を推進する。 

熊取町では、町民、事業者に対して、再生品の積極的な使用、使い捨て品の使用

抑制について広報等を通じて協力を求めていく。また、不要品交換会事業の展開に

積極的に取り組み、住民に対してフリーマーケットやバザー等の積極的な活用を

働きかける。 

 

カ．生活系ごみ減量の推進 

泉佐野市及び田尻町では、ごみの減量化とリサイクルの推進を目的とした、住民

による自主的な資源回収を促進するため、有価物集団回収を実施している団体に対

して報奨金を交付している。 

熊取町では、集団回収を推奨し、容器包装廃棄物を減量することによる生活系ご

みの減量を図る。また、買い物の際に買い物かごやマイバッグを持参するよう協力

を求める。 

 

キ．事業系ごみ減量の推進 

泉佐野市及び田尻町では、ごみ搬入者等に対するごみ分別徹底指導、事業者に対

するごみ減量の指導を推進する。また、清掃施設組合で行っている展開調査（ダン

ピング調査）のさらなる強化により事業系ごみの減量を推進する。 

熊取町では、事業系ごみの減量化を促進するために、排出状況の把握に努めると

ともに、事業所の減量化実施計画の作成指導を通じて、自己処理の徹底や計画的な

排出抑制対策を図るよう要請していく。また、経済的側面からごみの排出抑制を推

進するため、ごみ処分手数料の定期的な見直しを行う。 

 

ク．可燃ごみ有料化 

泉佐野市では平成 18 年 4 月より、田尻町では平成 22 年 2 月より、熊取町では平

成21年４月より可燃ごみ有料制（指定袋制）を導入している。 

今後も制度を継続するとともに、指定袋制による減量効果を見極め、制度の見直

しについても適宜検討を行う。 

 

ケ. ごみ分別の推進 

泉佐野市及び田尻町と熊取町では、一部分別項目が異なる品目がある。新ごみ処

理施設の建設に際し、分別項目の統一を目指す。 

また、分別項目の見直しについても適宜検討を行う。 
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（２）処理体制 

現在は、泉佐野市及び田尻町から排出されるごみは清掃施設組合第二事業所において、

熊取町から排出されるごみは環境センターにおいて、それぞれ適正に中間処理が行われ

ている。収集・運搬は、各市町がそれぞれ、直営、委託及び許可業者にて行っている。 

新ごみ処理施設整備以降は、3 市町から排出されるごみを新ごみ処理施設等で処理す

るものとする。今後もごみの分別の徹底などにより、適正処理を推進していく。 

 

ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後 

各市町の分別区分及び処理方式については、表 3のとおりである。 

今後は、分別徹底による資源回収率の向上や最終処分量削減のための検討を総

合的に進めるものとする。 

 

イ．事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

現在、事業系一般廃棄物は、事業者による自己搬入、または一般廃棄物収集運搬

許可業者等により、清掃施設組合第二事業所及び環境センターに搬入されている。

ごみ搬入者等に対するごみ分別徹底指導、事業者に対するごみ減量の指導、展開調

査（ダンピング調査）の強化により事業系ごみの減量を推進する。 

 

ウ．ごみ処理施設で併せて処理する廃棄物の現状と今後 

し尿処理施設の処理過程に伴い生じる汚泥については、焼却処理を行っている。

新ごみ処理施設整備後も、し尿処理に伴い発生する汚泥の処理を行うものとする。 

なお、現状は産業廃棄物の処理を行っていない。 

 

エ．生活排水処理の現状と今後 

3 市町では、公共下水道の整備推進や接続促進を図るとともに、公共下水道の供

用が見込めない地域に対して、引き続き合併処理浄化槽の整備を進めていく。また、

し尿、浄化槽汚泥については、現状と同様に適正に処理を行い、大阪湾広域臨海環

境整備センター（フェニックスセンター）にて埋立処分する。 

 

オ．今後の処理体制の要点 

◇ ごみの分別徹底などによりごみ減量に努め、リサイクル率の向上と最終処分量の

削減を推進する。 

◇ 事業者などへの適正なごみ排出やリサイクルの推進に向けた指導を継続する。 

◇ 発電などを行うエネルギー回収施設としての整備を進める。 

◇ 生活排水については、公共下水道の推進を図るとともに、公共下水道の供用が見

込めない地域に対しては合併処理浄化槽整備を進める。 
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泉佐野市・田尻町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 泉佐野市：紙類・金属、その他布等 

   田尻町 ：牛乳パック、ペットボトル 

 
 
 
熊取町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※２ 紙類、古着、アルミ缶等 

分別区分 処理方法 処理施設等 
処理量（ｔ） 

現状（H29） 今後（R6） 

可燃ごみ 焼却 
清掃施設組合第

二事業所 

44,312 43,549 

粗大ごみ 
破砕 

選別 
2,452 1,857 

資源ごみ 

（かん類） 

資源化 

選別 

保管 

 

選別施設 

（民間業者） 

2,917 2,923 

資源ごみ 

（びん） 

資源ごみ 

（ペットボトル） 

資源ごみ 

（プラ容器） 

資源ごみ 

（未利用古着） 

資源ごみ 

（紙・古着） 

資源化 

選別 

清掃施設組合第

二事業所 

集団回収※１ 資源化 

再資源化施設 

（民間業者） 

713 683 

その他（中間処理後の

リサイクル資源） 
資源化 2,924 2,850 

焼却残渣 埋立 
大阪湾フェニッ

クス 
6,259 6,094 

分別区分 処理方法 処理施設等 
処理量（ｔ） 

現状（H29） 今後（R6） 

可燃ごみ 焼却 

環境センター 

10,229 10,241 

粗大・不燃ごみ 
破砕 

選別 

1,167 1,168 

資源ごみ 

（かん類） 

1,186 1,196 

資源ごみ 

（びん） 

保管 

 

資源化 

選別 

環境センター 

 

選別施設 

（民間業者） 

資源ごみ 

（ペットボトル） 
保管 

 

資源化 

圧縮,破砕 

環境センター 

 

 

民間施設 
資源ごみ 

（プラ容器） 

資源ごみ 

（紙・布類） 

保管 

 

資源化 

保管 

環境センター 

 

資源再生 

民間業者 

集団回収※２ 資源化 

再資源化業者 

697 767 

その他（中間処理後の

リサイクル資源） 
資源化 1,282 1,291 

焼却残渣 埋立 
大阪湾フェニッ

クス 
1,513 1,516 

表３ 分別区分と処理方法の現状と今後 
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（３）処理施設等の整備 

 

ア．合併処理浄化槽の整備 

   泉佐野市と熊取町の合併処理浄化槽の整備については、表 4のとおり行う。 

 

表４ 合併処理浄化槽への移行計画 

事業 

番号 
事業 

直近の整備済 

基数（基） 

（平成 29 年度） 

整備計画 

基数 

（基） 

整備計画 

人口 

（人） 

事業期間 

1 
熊取町浄化槽設置整

備事業 
5 25 170 R1～R5 

4 
泉佐野市浄化槽設置

整備事業 
0 52 290 R4～R5 
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（４）施設整備に係る計画支援事業 

一般廃棄物処理施設の施設整備に先立ち、表 5のとおり計画支援事業を行う。 

 

表５ 実施する計画支援事業 

事業 

番号 
事業名 事業内容 事業期間 

2 

エネルギー回収施設・処理方式等

計画策定業務 
処理方式・機種選定等計画策定 R1 

施設整備基本計画策定業務 施設整備基本計画策定 R1～R2 

施設整備基本設計業務 施設整備基本設計 R3～R4 

環境影響評価手続業務 

方法書作成、現況調査、予測評価、

調査書作成、広告縦覧、意見書作

成、評価書作成 

R3～R6 

PFI 導入可能性調査業務 PFI 導入可能性調査 R3～R4 

新ごみ処理施設整備発注支援業

務※ 

事業者選定に係る一連の手続き

（実施方針・要求水準書作成等） 
（R6～R7） 

地質調査業務 地質調査 R3 

※ 業務期間は、次期計画の R6～R7 である。 

 

（５）災害廃棄物処理計画策定支援事業 

一般廃棄物処理施設の施設整備に先立ち、表 6のとおり泉佐野市及び田尻町におい

て災害廃棄物処理計画策定支援事業を行う。 

 

表６ 実施する災害廃棄物処理計画策定支援事業 

事業 

番号 
事業名 事業内容 事業期間 

3 災害廃棄物処理計画策定事業 災害廃棄物処理計画策定事業 R2 
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（６）その他の施策 

その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

ア．廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

廃家電のリサイクルについて、特定家庭用機器再商品化法に基づく、適切な回収、

再商品化がなされるよう、関連団体や小売店などと協力し、普及啓発を行う。 

泉佐野市及び田尻町は、小型家電リサイクル法の認定事業者「リネットジャパン

株式会社」と協定を結び、平成 29年 4月から連携・協力してパソコン・小型家電

のリサイクルに取り組んでいる。 

熊取町では、「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（小型家電

リサイクル法）」に基づき、拠点回収を行っている。使用済小型家電リサイクルの

分別排出について、広報誌や町ホームページ等で普及啓発を行い、より多くの使用

済小型家電の適正処理及びリサイクルを推進する。 

 

イ．不法投棄防止対策 

各種啓発パンフレットの配布や防止看板を提供し、廃棄物を捨てにくい環境をつ

くることにより、不法投棄防止対策を図る。また、地元住民や警察等関係機関と連

携してパトロールを実施していく。 

 

ウ．災害時のごみ処理対策 

地震や風水害等自然災害の発生により、一時的に大量に発生したごみの処理につ

いては「泉佐野市地域防災計画」、「田尻町地域防災計画」、「熊取町地域防災計画」、

「泉佐野市田尻町清掃施設組合防災計画」に基づき、事前の体制整備等を中心に、

対応策等について検討するとともに、「災害廃棄物処理計画」の策定に向け検討を

進める。  
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４．計画のフォローアップと事後評価 

（１）計画のフォローアップ 

泉佐野市、田尻町、熊取町の 3市町と清掃施設組合は、毎年、計画の進捗状況を把握

し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、国及び大阪府と意見交換をしつつ、

計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

（２）事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やか

に計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものと

する。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すも

のとする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 添 資 料
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様式１ 

循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 事 業 実 施 計 画 総 括 表 １ （ 平 成 ３ ０ 年 度 ） 

１ 地域の概要 

 
 
（１）地域名 

 
 
泉佐野市・田尻町・熊取町地域 

（２）地域内人口 
 

泉佐野市 100,615 人 （３）地域面積 
 

泉佐野市 54.52 ㎢ 

田尻町 8,493 人 田尻町 2.99 ㎢ 

熊取町 43,917 人 熊取町 17.24 ㎢ 

合計 153,025 人 合計 74.75 ㎢ 

（４）構成市町村等名 泉佐野市、田尻町、熊取町、泉佐野市田尻町清掃施設組合 （５）地域の要件 人口 面積 沖縄 離島 奄美 豪雪 山村 半島 過疎 その他 

（６）構成市町村に一部事務組合等が含まれる場合、
当該組合の状況 

組合を構成する市町村： 泉佐野市、田尻町          設立年月日：昭和 40 年 5 月 24 日設立、許可予定 
設立されていない場合、今後の見通し： 

２ 一般廃棄物の減量化、再生利用の現状と目標 

指標・単位 

過去の状況・現状（排出量に対する割合） 目 標 

平成 25年度 平成 26年度 平成 27 年度 平成 28年度 平成 29年度 令和 6年度 

排 出 量 

事業系 総排出量（トン） 31,490 51,563 31,500 32,127 33,615 32,707 (-2.7%*)

１事業所当たり排出量(ﾄﾝ/事業所) 4.653 4.669 4.634 4.705 4.938 4.802 (-2.8%*)

生活系 総排出量（トン） 28,531 28,531 28,577 28,409 28,647 28,226 (-1.5%*)

  １人当たり排出量（kg/人） 166 166  167 166 168 168

合計 事業系生活系の総排出量合計（トン） 60,319 60,094 60,077 60,536 62,262 60,933 (-2.1%*)

再生利用量 
直接資源化量（トン） 663 (1.1%) 644 (1.1%) 904 (1.5%) 1,094 (1.8%) 1,075 (1.7%) 1,333 (2.2%)

総資源化量（トン） 5,497 (8.9%) 5,123 (8.3%) 5,449 (8.8%)  5,530 (8.9) 5,615 (8.8%) 5,587 (9.0%)

エネルギー回収量 
エネルギー回収量（年間の発電電力量ＭＷＨ）  

      （年間の熱利用量 ＧＪ）  

減量化量 減量化量（中間処理前後の差 トン） 47,790 (79.2%) 48,160 (80.1%) 48,201 (80.2%) 48,636 (80.3%) 50,286 (80.8%) 49,185 (80.7%) 

最 終 処 分 量 埋立最終処分量（トン） 8,774 (14.5%) 8,301 (13.8%) 7,959 (13.2%) 7,862 (13.0%) 7,772 (12.5%) 7,611 (12.5%) 

＊平成 29年度比 

※別添資料として指標と人口の要因に関するトレンドグラフを添付（添付資料２） 

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容 
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様式１

３　一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定

（１）現有施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力（単位） 開始年月 廃止又は休止（予定）年月 解体（予定）年月 想定される浸水深と対策 備考

ごみ焼却施設
泉佐野市田尻町清掃施設組合

第二事業所
泉佐野市田尻町清掃施設組合 全連続運転ストーカ式

240t/日
(80t×3基)

昭和61年4月
令和12年3月
（廃止予定）

令和12年4月以降
（解体予定）

浸水想定なし。

3炉

粗大ごみ処理施設
泉佐野市田尻町清掃施設組合

第二事業所
泉佐野市田尻町清掃施設組合 破砕・圧縮併用 50t/日 昭和58年4月

令和12年3月
（廃止予定）

令和12年4月以降
（解体予定）

浸水想定なし。

ストックヤード施設
泉佐野市田尻町清掃施設組合

第二事業所
泉佐野市田尻町清掃施設組合 ―

屋内面積　 　0㎡
屋外面積　263㎡

平成13年4月
令和12年3月
（廃止予定）

令和12年4月以降
（解体予定）

浸水想定なし。

ごみ焼却施設 熊取町環境センター 熊取町 全連続運動流動床式 61.5t/日 平成4年4月
令和12年3月
（廃止予定）

令和12年4月以降
（解体予定）

(土砂災害特別警戒区域）災害発生時、熊取町
BCP計画に基づき対応する他、必要に応じて相
互支援協に基づき支援を要請する。

2炉

粗大ごみ処理施設 熊取町環境センター 熊取町 破砕・圧縮併用 16t/日 平成4年4月
令和12年3月
（廃止予定）

令和12年4月以降
（解体予定）

(土砂災害特別警戒区域）災害発生時、熊取町
BCP計画に基づき対応する他、必要に応じて相
互支援協に基づき支援を要請する。

ストックヤード施設 泉佐野市廃棄物中継施設 泉佐野市 ―
屋内面積　  360㎡
屋外面積　1411㎡

平成20年4月 ― ―

（浸水深0.5～3.0ｍ）災害時、泉佐野市
BCP計画に基づき対応する他、必要に応
じて相互支援協定に基づき支援を要請す
る。

ストックヤード施設 田尻町環境衛生事務所 田尻町 ―
屋内面積　　39㎡
屋外面積 　　0㎡

平成14年4月 ― ―

浸水想定なし。

し尿処理施設
泉佐野市田尻町清掃施設組合

第一事業所
泉佐野市田尻町清掃施設組合 標準脱窒素処理 226kL/日 令和3年4月 ― ―

浸水想定なし。

し尿処理施設 熊取町立大原衛生公苑 熊取町 高負荷酸化 70kL/日 平成元年4月
令和3年3月
（廃止予定）

令和3年4月以降
（解体予定）

浸水想定なし。

（２）更新（改良）・新設施設リスト

施設種別 施設名 事業主体 型式及び処理方式 処理能力（単位） 竣工予定年月日 更新（改良）・新設理由
廃焼却施設の解体の有無及び

解体施設の名称
想定される浸水深と対策 備考

ごみ焼却施設
（仮称）

泉佐野市田尻町清掃施設組合・
熊取町新エネルギー回収施設

泉佐野市田尻町清掃施設組合、

熊取町
全連続運転ストーカ式 約240t/日 令和12年3月 広域処理のため新設

有
（泉佐野市田尻町清掃施設組合第

二事業所及び熊取町環境センター）

浸水想定なし。

2炉また
は3炉

粗大ごみ処理施設
（仮称）

泉佐野市田尻町清掃施設組合・
熊取町新マテリアルリサイクル推進施設

泉佐野市田尻町清掃施設組合、

熊取町
― 約30t/日 令和12年3月 広域処理のため新設

有
（泉佐野市田尻町清掃施設組合第

二事業所及び熊取町環境センター）

浸水想定なし。

ストックヤード施設
（仮称）

泉佐野市田尻町清掃施設組合・
熊取町新ストックヤード

泉佐野市田尻町清掃施設組合、

熊取町
― 約440㎡ 令和12年3月 広域処理のため新設

有
（泉佐野市田尻町清掃施設組合第

二事業所及び熊取町環境センター）

浸水想定なし。

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画　総括表１
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４ 生活排水処理の目標（泉佐野市＋熊取町） 

 

 

指標・単位 

過去の状況 目標 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 令和 6年度 

 総 人 口 （人） 145,940 145,505 144,997 144,715 144,532 143,854 

公 共 下 水 道  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

63,899 64,545 65,504 67,122 68,178 77,324 

43.8％ 44.4％ 45.2％ 46.4％ 47.2％ 53.8％ 

集 落 排 水 施 設  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

0 0 0 0 0 0 

0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 

合 併 処 理 浄 化 槽 
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

40,586 41,021 41,616 41,942 43,382 49,057 

27.8％ 28.2％ 28.7％ 29.0％ 30.0％ 34.1％ 

未 処 理 人 口  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

41,455  39,939 37,877 35,651 32,972 17,473 

28.4％ 27.4％ 26.1％ 24.6％ 22.8％ 12.1％ 

※別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付のこと。（別紙参考を参照） 

 

【泉佐野市】 

 

指標・単位 

過去の状況 目標 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 令和 6年度 

泉 佐 野 市 総 人 口 （人） 101,554 101,221 100,934 100,767 100,615 99,888 

公 共 下 水 道 
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

31,884 32,287 33,022 34,416 35,027 41,779 

31.4％ 31.9％ 32.7％ 34.2％ 34.8％ 41.8％ 

集 落 排 水 施 設  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

0 0 0 0 0 0 

0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 

合併処理浄化槽  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

36,223 36,558 37,245 37,527 39,007 44,362 

35.7％ 36.1％ 36.9％ 37.2％ 38.8％ 44.4％ 

未 処 理 人 口  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

33,447 32,376 30,667 28,824 26,581 13,747 

32.9％ 32.0％ 30.4％ 28.6％ 26.4％ 13.8％ 
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                     【熊取町】 

 

指標・単位 

過去の状況 目標 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 令和 6年度 

熊 取 町 総 人 口 （人） 44,386 44,284 44,063 43,948 4,3917 43,966 

公 共 下 水 道  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

32,015 32,258 32,482 32,706 33,151 35,545 

72％ 73％ 74％ 74％ 75％ 81％ 

集 落 排 水 施 設  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

0 0 0 0 0 0 

0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 

合 併 処 理 浄 化 槽 
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

4,363 4,463 4,371 4,415 4,375 4,695 

10％ 10％ 10％ 10％ 10％ 11％ 

未 処 理 人 口  
汚水衛生処理人口 （人） 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

8,008 7,563 7,210 6,827 6,391 3,726 

18％ 17％ 16％ 16％ 15％ 8％ 

※別添資料として指標と人口の要因に関するトレンドグラフを添付（添付資料２） 

 

 

５ 浄化槽の整備状況と更新、廃止、新設の予定 

 

 

  

施設種別 事業主体 
現有施設の内容 整備予定基数の内容 

備考 
基数 処理人口 年度 基数 処理人口 目標年度 

浄化槽設置整備事業 泉佐野市 2,001 7,275 H16 52 290 R5  

浄化槽設置整備事業 熊取町 362 1,252 H29 25 170 R5  
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様 式 ２

事　業　名　称 単位 開始 終了
令和

元年度

令和

2年度

令和

3年度

令和

4年度

令和

5年度

令和

元年度

令和

2年度

令和

3年度

令和

4年度

令和

5年度

30 ,356 2 ,0 40 2 ,0 40 2 ,040 12 ,1 18 12 ,118 30 ,3 56 2 ,0 40 2 ,0 40 2 ,0 40 12 ,1 18 12 ,118

4 泉佐野市 52 基 R4 R5 20,156 0 0 0 10,078 10,078 20,156 0 0 0 10,078 10,078

1 熊取町 25 基 R1 R5 10,200 2,040 2,040 2,040 2,040 2,040 10,200 2,040 2,040 2,040 2,040 2,040

404 ,2 80 15 ,8 40 9 ,1 57 128 ,1 03
 84 ,970

233 ,9 67

166 ,2 10

17 ,2 13

401 ,2 23

401 ,1 23
15 ,8 40

6 ,1 00

6 ,0 00
128 ,1 03

 84 ,9 70

233 ,9 67

166 ,2 10

17 ,213

2 清掃施設組合、熊取町 R1 R1 7,054 7,054 7,054 7,054

2 清掃施設組合、熊取町 R1 R2 17,943 8,786 9,157  
14,886

14,786
8,786

6,100

6,000

2 清掃施設組合、熊取町 R3 R4 26,000 13,000 13,000 26,000 13,000 13,000

2 清掃施設組合、熊取町 R3 R6 334,180 99,000
68,970

217,967

166,210

17,213
334,180 99,000

68,970

217,967

166,210

17,213

2 清掃施設組合、熊取町 R3 R4 6,000 3,000 3,000 6,000 3,000 3,000

2 清掃施設組合、熊取町 R6 R7 45,000 45,000 ※

2 清掃施設組合、熊取町 R3 R3 13,103 13,103 13,103 13,103

4 ,400 4 ,400 4 ,4 00 4 ,4 00

災害廃棄物処理計画策定業務 3 泉佐野市 R2 R2 0 0

災害廃棄物処理計画策定業務 3 田尻町 R2 R2 4,400 4,400

災害廃棄物処理計画策定業務 3 熊取町 R2 R2 0

439 ,0 36 17 ,8 80 15 ,5 97 130 ,1 43
97 ,0 88

246 ,0 85

178 ,3 28

29 ,3 31

435 ,9 79

435 ,8 79
17 ,8 80

12 ,5 40

12 ,4 40
130 ,1 43

97 ,0 88

246 ,0 85

178 ,3 28

29 ,331

泉佐野市田尻町清掃施設組合　構成市町村 ： 泉佐野市及び田尻町

※1 広域連合、一部事務組合等については、欄外に構成する市町村を注記すること。

※2 実施しない事業の欄は削除して構わない。

※3 同一施設の整備であっても、交付金を受ける事業主体ごとに記載する。

※　業務期間は次期計画のR6～R7である。

環境影響評価手続業務

PFI導入可能性調査業務

新施設整備発注支援業務

地質調査業務

○災害廃棄物処理計画策定支援事
業

合     　　計

○浄化槽に関する事業

浄化槽設置整備

○施設整備に関する計画支援に関す
る事業

エネルギー回収施設・処理方式等
計画策定業務

施設整備基本計画策定業務

施設整備基本設計業務

浄化槽設置整備

循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２（令和4年度）

事　業　種　別
事
業
番
号
※
１

事業主体
名　　　称

※２

規　模
事業期間
交付期間

総事業費（千円） 交付対象事業費（千円）

備　　考
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【参考資料様式１】 

施設概要（マテリアルリサイクル施設系） 

 

都道府県名  大阪府   

(1) 事業主体名 泉佐野市田尻町清掃施設組合、熊取町 

(2) 施設名称 （仮称）泉佐野市田尻町清掃施設組合・熊取町 新リサイクル施設 

(3) 工期 令和8年～令和11年 （予定） 

(4) 施設規模 処理能力 約30ｔ/日 

(5) 処理方式 破砕・保管・圧縮・梱包 

(6) 地域計画内の役割 
分散している各市町の施設を集約化して処理を行うことで効率化

を図るとともに、資源化の推進を図る。 

(7) 廃焼却施設解体 

工事の有無 
有 ・ 無 

 

「廃棄物原材料化施設」を整備する場合 

(8) 生成する原材料及び 

その利用計画 
 

 

「ごみ固形化燃料施設」を整備する場合 

(9) 固形燃料の利用計画  

 

「ストックヤード」を整備する場合 

(10) ストック対象物 資源ごみ（紙類、古着、布類） 

 

「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

(11) 容器包装リサイクル 

推進施設の内訳 
 

 

(12) 事業計画額 1,865,000（千円） 
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【参考資料様式２】 

施設概要（エネルギー回収施設系） 

 

都道府県名  大阪府   

(1) 事業主体名 泉佐野市田尻町清掃施設組合、熊取町 

(2) 施設名称 （仮称）泉佐野市田尻町清掃施設組合・熊取町 新ごみ処理施設 

(3) 工期 令和8年～令和11年 （予定） 

(4) 施設規模 処理能力 約240ｔ/日 （2炉または3炉） 

(5) 形式及び処理方式 全連続燃焼式機械炉 

(6) 余熱利用の計画 
1.発電の有無   有（発電効率 未定％） ・  無 

2.熱回収の有無  有（熱利用率 未定％） ・  無 

(7) 地域計画内の役割 

分散している各市町の施設を集約化して処理を行うことで効率

化を図る。また、可燃ごみを処理する際に発生する熱を回収し、

場内・場外利用をすることによりリサイクルを推進する。 

(8) 廃焼却施設解体 

工事の有無 
有 ・ 無 

 

「灰溶融施設」を整備する場合 

(9) スラグの利用計画  

 

「高効率原燃料回収施設」を整備する場合 

(10) 発生ガス回収効率 

及び発生ガス量 
 

(11) 回収ガスの利用計画  

 

(12) 事業計画額 21,385,000（千円） 

 

  



 

26 

 

  【参考資料様式６-１】 

              施設概要（浄化槽系） 
                       都道府県名  大阪府 
 

(1) 事業主体名 

 

 

泉佐野市 

 

(2) 事業名称 

 

 

泉佐野市浄化槽設置整備事業 

 

 

(3) 事業の実施目的及び内容 

目 的：浄化槽の普及を促進することにより、水環境への汚濁負

荷量を低減し、望ましい水環境の形成に寄与することにより、循

環型社会の形成を図る。 

内 容：合併処理浄化槽を整備しようとする者に対し補助金を交

付する。 

 

(4) 事業期間 

 

令和４年度～令和５年度 

 

 

 

(5) 事業対象地域の要件 

ア 下水道法（昭和33年度法律第79号）第4条第1項又は同法第

25条の11第1項に基づき策定された事業計画に定められた予

定処理区域以外の地域であって、 

  （エ）水質汚濁の著しい閉鎖性水域の流域 

  （オ）水質汚濁の著しい都市内中小河川の流域 

 

 

(6) 事業計画額 

 

交付対象事業費 ２０，１５６千円 

 

 

〇事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模及び選定額 

【浄化槽設置整備事業（個人設置型）】 

人槽区分 補助対象基数 基準額 対象経費 選定額 

 
（      人分） （千円） 

支出予定額 

（千円） 
（千円） 

    ５人槽     20基（ ６０人分） ６，６４０ ６，６４０ ６，６４０ 

 ６～ ７人槽     30基（ ２１０人分） １２，４２０ １２，４２０ １２，４２０ 

 ８～１０人槽      ２基（ ２０人分） １，０９６ １，０９６ １，０９６ 

１１～２０人槽       基（    人分）    

２１～３０人槽       基（    人分）    

３１～５０人槽       基（    人分）    

 ５１人槽以上       基（    人分）    

浄化槽整備 
効率化事業費 

台帳作成費    

計画策定等調査費    

合 計 

     

５２基（ ２９０人分） 

 

２０，１５６ ２０，１５６ ２０，１５６ 
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【参考資料様式６】 

施設概要（浄化槽系） 

 

都道府県名  大阪府   

(1) 事業主体名 熊取町 

(2) 事業名称 熊取町浄化槽設置整備事業 

(3) 事業の実施目的及び内容 

目 的：浄化槽の普及を促進することにより、水環境への汚濁負荷量を

低減し、望ましい水環境の形成に寄与することにより、循環型社会の形

成を図る。 

内 容：合併処理浄化槽を整備しようとする者に対し補助金を交付す

る。 

(4) 事業期間 令和元年度～令和5年度 

(5) 事業対象地域の要件 

ア 下水道法（昭和33年度法律第79号）第4条第1項又は同法第25条の

11第1項に基づき策定された事業計画に定められた予定処理区域以

外の地域であって、 

  （エ）水質汚濁の著しい閉鎖性水域の流域 

  （オ）水質汚濁の著しい都市内中小河川の流域 

 

(6) 事業計画額 交付対象事業費 １０，２００千円 

 

 

〇事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模及び選定額 

【浄化槽設置整備事業（個人設置型）】 

人槽区分 補助対象基数 基準額 対象経費 選定額 

 
（      人分） （千円） 

支出予定額 

（千円） 
（千円） 

    ５人槽     １０基（  ５０人分） ３，３２０ ３，３２０ ３，３２０ 

 ６～ ７人槽     １０基（  ７０人分） ４，１４０ ４，１４０ ４，１４０ 

 ８～１０人槽      ５基（  ５０人分） ２，７４０ ２，７４０ ２，７４０ 

１１～２０人槽       基（    人分）    

２１～３０人槽       基（    人分）    

３１～５０人槽       基（    人分）    

 ５１人槽以上       基（    人分）    

浄化槽整備 
効率化事業費   

 

      台帳作成    

計画策定等調査費    

合 計     ２５基（ １７０人分） １０，２００ １０，２００ １０，２００ 
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【参考資料様式７】 

計画支援概要 

 

都道府県名  大阪府   

(1) 事業主体名 泉佐野市田尻町清掃施設組合、熊取町 

(2) 事業目的 新ごみ処理施設（エネルギー回収施設）整備のため 

(3) 事業名称 

エネルギー回収施

設・処理方式等計

画策定業務 

施設整備基本計画

策定業務 

施設整備基本設計

業務 

環境影響評価手続

業務 

(4) 事業期間 R1 R1～R2 R3～R4 R3～R6 

(5)事業概要 
処理方式・機種選

定等計画策定 

施設整備基本計画

策定 
施設整備基本設計 

方法書作成、現況

調査、予測評価、調

査書作成、広告縦

覧、意見書作成、評

価書作成 

(6) 事業計画額 7,054（千円） 17,943（千円） 26,000（千円） 334,180（千円） 
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【参考資料様式７】 

計画支援概要 

 

都道府県名  大阪府   

(1) 事業主体名 泉佐野市田尻町清掃施設組合、熊取町 

(2) 事業目的 新ごみ処理施設（エネルギー回収施設）整備のため 

(3) 事業名称 
PFI導入可能性調

査業務 

新ごみ処理施設整

備発注支援業務 
地質調査業務 

災害廃棄物処理計画策

定業務 

(4) 事業期間 

 

R3～R4 

 

R6～R7※ R3 R2 

(5) 事業概要 
PFI導入可能性調

査 

事業者選定に係る

一連の手続き（実施

方針・要求水準書作

成等） 

地質調査 
災害廃棄物処理計画策

定 

(6) 事業計画額 6,000（千円） 45,000（千円） 13,103（千円） 4,400（千円） 

※ 業務期間は、次期計画の R6～R7 である。 
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 添付資料１ 対象地域図  
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 添付資料２ 目標の設定に関するグラフ  

■人口推移（3市町） 

 

 

■ごみ総排出量（集団回収を除く）の推移（3市町） 

 

  

101,554 101,221 100,934 100,767 100,615 100,369 100,123 99,876 99,503 99,130 98,757 98,384

8,401 8,400 8,356 8,528 8,493 8,448 8,403 8,357 8,323 8,289 8,255 8,221

44,386 44,284 44,063 43,948 43,917 44,173 44,429 44,686 44,506 44,326 44,146 43,966

0
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年度

人口(人）

人口推移（熊取町）

人口推移（田尻町）

人口推移（泉佐野市）

28,830 28,531 28,577 28,409 28,647 28,665 28,650 28,662 28,552 28,443 28,334 28,226

31,490 31,563 31,500 32,127 33,615 33,311 33,230 33,196 33,071 32,948 32,827 32,707

0
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20,000

30,000

40,000

50,000
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70,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
年度

搬出量（t/年）

事業系排出量

生活系排出量
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■総資源化量とリサイクル率の推移 

 
 

■中間処理による減量化量の推移 

 
  

5,497 5,123 5,449 5,530 5,615 5,723 5,703 5,707 5,676 5,646 5,616 5,587 

8.9%
8.3% 8.8% 8.9% 8.8% 9.0% 9.0% 9.0% 9.0% 9.0% 9.0% 9.0%
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総資源化量（t/年）

総資源化量

リサイクル率

47,790 48,160 48,201 48,636 50,285 50,019 49,946 49,924 49,737 49,552 49,368 49,185 

79.2% 80.1% 80.2% 80.3% 80.8% 80.7% 80.7% 80.7% 80.7% 80.7% 80.7% 80.7%
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中間処理による減量化量

減量化率
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■最終処分量と最終処分率の推移（泉佐野市、熊取町） 

 

 

■生活排水処理人口の推移（泉佐野市、熊取町） 

 

 

8,774 
8,301 

7,959 7,862 7,772 7,740 7,728 7,725 7,696 7,667 7,639 7,611 
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■生活排水処理人口の推移（泉佐野市） 

 

 

■生活排水処理人口の推移（熊取町）  

 

31,884 32,287 33,022 34,416 35,027 36,217 37,166 37,492 38,487 39,483 40,480 41,779 

36,223 36,558 37,245 37,527 39,007 39,429 40,533 41,318 42,059 42,813 43,581 44,362 

33,447 32,376 30,667 28,824 26,581 24,950 22,588 20,506 18,913 17,306 15,684 13,747 

67.06% 68.01% 69.62% 71.40% 73.58% 75.20% 77.48% 79.35% 80.98% 82.62% 84.28% 86.24%
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合併処理浄化槽

公共下水道

（人）

公共下水道 合併処理浄化槽 未処理人口 汚水衛生処理率（％）

32,015 32,258 32,482 32,706 33,151 33,483 33,818 34,157 34,499 34,844 35,193 35,545 

4,363 4,463 4,371 4,415 4,375 4,419 4,464 4,509 4,555 4,601 4,648 4,695 
13,000 7,563 7,210 6,827 
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6,147 6,020 5,452 4,881 4,305 3,726 
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 添付資料３ 分別区分説明資料  

 

泉佐野市 

（平成 30 年度現在） 

区分 内容 収集方式 収集頻度 収集主体 

可燃ごみ 
プラスチック類、布団・毛布、紙

くず、少量の小枝、生ごみ 

ステーション 

指定袋 
週 2回 委託 

資

源

ご

み 

容器包装 

プラスチック 

ペットボトルのラベル、スーパー

の袋、卵のパック、食品トレー、

プラスチック製のふた 

ステーション 

透明袋 
週１回 委託 

紙類・古着 

新聞紙（ひもで十字にしばる）、

雑誌・教科書、古着（下着類はの

ぞく）、紙パック（切り開いて乾

かす）、ダンボール 

ステーション 

透明袋 
月 2回 委託 

カン・ビン・ペット

ボトルの本体 
カン、ビン、ペットボトルの本体 

ステーション 

拠点回収 
月 2回 委託 

粗大・臨時ごみ 

大型燃えるごみ（ポリバケツ・ハ

ンガー等）、大型金属製品（自転

車・一輪車等）、家具類、食器

類、電気製品（扇風機・掃除機

等） 

直接搬入 

戸別回収 

随時 

(電話申込) 
委託 

 

田尻町 

（平成 30 年度現在） 

区分 内容 収集方式 収集頻度 収集主体 

可燃ごみ 
プラスチック類、布団、毛布、 

紙くず、生ごみ 

戸別回収 

指定袋 
週 2回 

直営 

委託 

資

源

ご

み 

容器包装 

プラスチック 

ポリ袋類、トレー類、パック・カ

ップ類、発泡スチロール類、 

ネット類 

戸別回収 

透明袋 
週１回 

直営 

委託 

カン・ビン・ペッ

トボトル本体 

カン、ビン（化粧品のビンを含

む）、ペットボトル本体 

戸別回収 

透明または半

透明袋 

月 2回 
直営 

委託 

紙類・古着 

新聞紙（ひもで十字にしばる）、

雑誌・教科書、ダンボール、古着

（下着類はのぞく）、紙パック

（切り開いて乾かす） 

戸別回収 

透明袋 
月 2回 

直営 

委託 

粗大・不燃ごみ 

大型燃えるごみ（ポリバケツ・ハ

ンガー等）、大型金属製品（自転

車・一輪車等）家具類、食器類、

電池、電気製品（扇風機・掃除機

等） 

直接搬入 

戸別回収 

随時 

(電話申込) 

直営 

委託 
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熊取町 

（平成 30 年度現在） 

区分 内容 収集方式 収集頻度 収集主体 

可燃ごみ 生ごみ、紙くず、落ち葉 
ステーション 

指定袋 
週 2回 委託 

資

源

ご

み 

かん類 
空き缶、びんのふた（金属

製） 

ステーション 

透明または半透明袋 
月 2回 委託 

びん類 空きびん 
ステーション 

透明または半透明袋 
月 2回 委託 

紙類 

新聞、本、ダンボール、 

紙パック、その他紙製容器包

装 

ステーション 

透明または半透明袋 
月 2回 委託 

衣類 
古着（綿、毛糸、合成繊維、 

皮革） 

ステーション 

透明または半透明袋 
月 2回 委託 

ペットボトル ペットボトル 
ステーション 

透明または半透明袋 
月 2回 委託 

プラスチック

製容器包装 

ポリ袋、トレー類、 

パック・カップ類、 

発泡スチロール類、ネット類 

ステーション 

透明または半透明袋 
週 1回 委託 

小型家電 

携帯電話端末、パーソナルコ

ンピュータ、タブレット型情

報通信端末、デジタルカメラ 

拠点回収 
随時 

（拠点回収） 

直営 

委託 

粗大ごみ 

家具類、家電製品（小型家電

及び家電リサイクル法指定品

目を除く）、その他（自転

車、傘、木や枝等） 

原則戸別回収 

指定袋 

随時 

（電話申込） 
委託 

不燃ごみ 
せともの類、ガラス類、その

他（スプーン・包丁等） 
原則戸別回収 

随時 

（電話申込） 
委託 
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 添付資料４ 現有施設の概要  

 

番号 施設名称 種類 処理する廃棄物 処理能力 所在地 竣工年月 備考 

① 

泉佐野市田尻町清掃施設組合第二事業所 

（焼却施設） 

中間処理施設 

ストーカ式（可動） 

焼却炉 

可燃ごみ、 粗大ごみ、  

ごみ処理残渣、 

し尿処理残渣 

240t/日 

田尻町嘉祥寺 290-1 

昭和 61 年
3 月 

3 炉 

泉佐野市田尻町清掃施設組合第二事業所 

（粗大ごみ） 

中間処理施設 

破砕施設 

粗大ごみ、不燃ごみ、  

資源ごみ 
50t/日 

昭和 58 年
3 月 

 

泉佐野市田尻町清掃施設組合第二事業所 

（ストックヤード施設） 
ストックヤード 

紙類、ガラス類、 

その他資源ごみ、布類 

屋内面積 0ｍ2 

屋外面積 262.92ｍ2 

平成 13 年
3 月 

 

② 

熊取町環境センター 

（焼却施設） 

中間処理施設 

流動床式 

焼却炉 

可燃ごみ 61.5t/日 熊 取 町 大 字 久 保

2983-1 

 

平成 4 年 
3 月 

2 炉 

熊取町環境センター 

（粗大ごみ） 

中間処理施設 

破砕施設 

粗大ごみ、 不燃ごみ、  

資源ごみ 
16t/日 

平成 4 年 
3 月 

 

③ 泉佐野市廃棄物中継施設 ストックヤード プラスチック 
屋内面積 360ｍ2 

屋外面積 1411ｍ2 

泉佐野市りんくう 

往来北 1-793 

平成 20 年
3 月 

 

④ 田尻町環境衛生事務所 ストックヤード ペットボトル 
屋内面積 39ｍ2 

屋外面積 0ｍ2 
田尻町吉見 127-1 

平成 14 年
3 月 

 

⑤ 泉佐野市田尻町清掃施設組合第一事業所 
標準脱窒素処理方式 

し尿処理施設 
し尿、浄化槽汚泥 226kL/日 泉佐野市 6780 

令和 3年 3
月 

 

⑥ 熊取町立大原衛生公苑 し尿処理施設 し尿、浄化槽汚泥 70kL/日 熊取町野田 4-2063 
平成元年 

3 月 
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 添付資料５ 浄化槽区域図（泉佐野市）  
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 添付資料５ 浄化槽区域図（熊取町）  

 

 


